
巷五十二車童書.->-
F、現

論

醐

晶

画

皿

枇
曾
薫
の
農
民
獲
得
運
動
・

租

税

道

義

・

・

・

徳
川
時
代
目
於
け
る
長
崎
の
支
那
貿
易

ス
ミ
ス
「
富
岡
民
論
」
の
恭
一
礎
的
考
察

文

化

現

象

の

碇

集

作

用

・

・

一

-

法

皐

士

読

苑

我
が
聞
の
地
方
向
民
間
庫
補
助
制
度
・

掛

慨

錦

融

町
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本
庄
栄
治
郎

一

汐

晃

二

郎

黒

正

巌

大
名
領
地
に
つ
い
て

調
逸
の
租
税
牧
入

来
落
に
闘
す
る
三
新
著

法

令

銀
行
出
施
行
期
日
F

件
・
銀
行
山
一
一
依
ル
地
域
指
定
ノ
件
・
加
行
法
一
昨
ル
似
行
J

特
州
-
附
λ

ル
刊
・
批
汀
出

-
一
依
ル
人
口
一
高
木
尚
ノ
地
ヲ
定
ム
ル

r
刊
・
銀
行
叫
施
行
抑
制

脇

附

錦

蹴

本
誌
第
二
十
五
巻
組
目
録

-
蝿
出
嶋
崎
士

沼
か
汁
引
い
f
A
m
v
t

t
f
t
i
一

制
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甲
ト
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議

大
名
領
地
に
つ
い
て 言葉本

庄

栄

治

郎

徳
川
時
代
は
集
礎
的
封
建
制
度
の
時
代
で
め
る
o
勝

軍
家
は
天
皇
よ
り
割
合
ら
れ
柁
最
大

ω領
主
で
あ
る

が
、
事
貨
に
於
亡
は
時
府
軍
家
が
全
国
を
統
轄
し
、
戒
は

直
接
に
之
ぞ
領
し
、
成
は
諸
大
名
に
封
地
ご
し
て
授
け

た
も
の
で
あ
る
。
蛍
時
の
土
地
は
領
有
権
の
上
よ
h
観

察
す
れ
ば
皇
室
御
領
、
天
領
、
大
名
領
地
、
一
枇
寺
領
地

の
凹
柿
に
大
別
す
る
ニ
ぜ
が
出
来
る
o

〉

皇
室
御
飯
は
室
町
時
代
に
著
し
〈
減
少
し
た
が
、
信

長
秀
吉
は
共
に
醤
御
飯
の
侠
復
に
議

L
、
家
康
り
と
き

に
は
禁
裡
御
料
一
高
石
正
し
、
其
後
も
増
械
が
あ
っ
た

が
遂
に
三
高
石
己
し
、
山
城
丹
波
雨
凶
り
中
よ
h
之
仁

宛
て
た
。
其
他
仙
洞
御
料
女
院
其
他
の
御
料
が
あ

雑

能

大
名
制
地
に
つ
い
て

-
り
、
皇
族
橋
閥
家
会
家
等
の
家
鵡
も
、
時
に
増
減
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
額
が
定
め
ら
れ
て
屑
た
。
尤
御
大
楠
御

池
器
等
の
臨
時
の
用
度
は
別
で
あ
h
、
常
仁
若
干

ω補

足
金
を
上
っ
た
も
の
で
あ
品
。
慶
藤
三
年
に
至
っ
て
山

城
全
閣
の
徳
川
領
地
及
び
武
家

ω領
分
知
行
を
悉
く
貢

献
L
た
が
、
そ
の
高
凡
そ
ニ
十
高
石
古
都
せ
ら
れ
る
。

次
仁
天
領
は
幕
府
直
轄
地
で
あ
っ
て
、
又
御
料
ご
も

い
ふ
。
全
国

ω四
分
の
一
に
及
び
、
日
本
六
十
人
グ
闘

中
四
十
七
ヶ
園
に
散
在
し
て
居
品
。
極
姿
の
地
に
は
奉

行
を
置
き
、
其
他
に
は
代
官
を
置
い
て
支
配

L
、
幕
府

の
勘
定
奉
行
が
之
を
統
轄
し
て
居
る
。

大
名
領
地
は
鮮
軍
の
判
物
又
は
朱
印
献
を
以
て
授
奥

苫
る
、
も
の
で
あ
っ

τ、
幕
府
は
こ
れ
が
輿
奪
の
纏
を

有
す
る
.
第
三
家
の
外
、
一
竿
は
譜
第
大
名
じ
麗
し
、

他
は
外
様
大
名
に
属
す
る
。
領
内
の
一
行
政
は
大
健
自
治

で
あ
る
が
、
重
大
な
る
事
項
は
幕
府
統
轄
の
下
に
在

A

っ

た
も
の
で
あ
る
。

終
り
に
枇
寺
飯
山
は
朱
印
妹
、
巣
印
紙
又
は
判
物
の

形
式
を
以
-
¥
幕
府
又
は
大
名
よ
h
枇
寺
に
奥
へ
た
も

の
で
あ
る
。
但
朱
印
肢
を
下
附
せ
宇
、
そ
の
境
内
を
田
平

第
二
+
五
巻

五

第
六
腕

七

拙著、日本財政史叫5頁
世塵録集・蹄 1頁以下

1) 

2) 
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に
除
地
ご
し
て
之
堂
奥
へ
た
も
の
も
あ
る
。
一
蹴
寺
領
は

課
枕
を
兎
除
し
、
批
寺
を

L
て
之
を
牧
納
せ
し
め
た
。

一一

以
上
回
輔
の
土
地
は
賞
際
に
於
て
如
何
な
る
割
合
に

て
存
在
し
て
居
た
で
ゐ
ら
う
か
。
共
数
字
は
必
宇
し
も

明
騰
で
は
な
い
が
、
今
「
徳
川
幕
府
勝
治
要
略
」
(
対
日
則
)

所
掲
の
数
・
?
に
よ
っ
て
、
各
聴
の
類
別
を
な
し
、
そ
の

割
合
を
示
さ
は
失
の
如
〈
で
あ
る
。

ヘ
禁
裏
御
料
ー
一
口
己
、
8
0石
(
雲
よ
明
斑
)

I
{
堂

t
方
家
鎖
国
一
、
一
宝
石
(
同
)

「
計
一
同
一
、
豆
一
石
-
・
:
・
:
・
口
・
且
民

、
郡
代
代
官
コ
一
、
一
元
一
三
友
石
(
天
保
九
年
翻
査
)

，
越
圃
恭
行
商
品
論
家
萌
所
九
宅
、
予
三
石
(
同
)

」
京
柿
所
司
代
、
大
阪
崎
代
、

ー
斗
駿
向
日
掛
代
、
叩
府
劃
番
支
配
コ
問
、
0
8石
、

〆

』

「

丈

化

年

問

絹

J

-

旗

本

知

行

=

弓

、
J4沓訂己己
(1、且誌刊一

圃

，

副

世

主

I
t
A
9ヲ
f
、

，
計
白
、
八
一
丸
、
主
点
石
-
-
:
:
:
:
一
五
・
八
回

「

=

一

卿

一

言

口

、

g
D石

m
~諸
侯

一

A

、A
パ口、口
U
D
T相

{
計
一
品
、
一
山
口
、
口
(
]
口
両
:
・
:
・
吉
一
・
誕
百

「
祉
寺
最
印
地
ぺ
章
、
丸
山
川
一
，
羽
(
寛
文
朱
印
幅
)

w
~宮
門
跡
偵
岡
山
、
一
一
向
ム
九
五
引
(
雲
よ
明
覚
)

戸
計
旦
ゴ
一
、
一
一
一
空
白
石
-
-
-
-
-
-
-
:
一
一
・
一
同

組

長

、

回

二

z
、
口
屯
石
:
・
↑
-
一
g
d
p

r 帽ミ

精

銀

大
名
輔
地
と
つ
い
て

百千

第
二
十
五
谷

第
六
現

J、

大

ま
党
「
吹
鹿
銭
」
(
瑳
刊
)
に
は
次
の
如
き
数
字
が
あ
る
。

叉
品
作
十
三
賀
年

骨
高
一
ユ
千
五
十
五
高
λ
千
九
百
十
七
石

内
向
円
高
二
百
四
十
七
石
無
事
仙
洞
仰
料

間
両
十
九
珂
千
百
=
十
一
一
一
石
蜘
料
所
高

一
一
千
二
百
四
十
九
荷
九
千
四
百
九
十
じ
石

高
石
以
上
純
白

寺
世
御
朱
印
地

高
家
並
主
幹
寄
合

ニ
十
九
高
凹
f
凶
百
九
十
一
石

十
七
高
九
千
凹
百
λ

十
二
石

三
百
三
十
五
四
四
千
七
十
七
石

公
家
来
家
鋭
、
寺
此
除
地
之
分
、

井
高
石

ω下
押
傾
向
故
込
一
両
之
分

一口口再

・口・一再

三・方角

芳一・白河
了口河

口・古河

一一・口
drp

右
石
高
り
類
別
は
必
宇
し
も
前
者
ご
一
致
せ
守
、
従
つ

τ直
後
嗣
者
世
相
剖
比
す
る
-

大
名
領
地
が
七
割
三
分
強
を
占
め
、
枇
寺
領
地
が
一
一
割

で
あ
る
如
き
は
前
者
正
大
差
な
〈
、
叉
最
後
の
一
項
は

何
々
な
る
性
質
の
も
の
を
包
合
し
て
居
る
が
、
そ
の
主

た
る
も
の
は
旗
本
知
行
で
あ
る
か
ら
、
ぞ
れ
に
御
料
所

高
(
幕
府
観
)
を
加
算
す
れ
ば
、
幕
府
領
地
に
つ
い
て

h
前

一
不
の
も
の
ご
大
館
同
慌
の
割
合
己
な
る
プ
¥
全
国
の

四
分
的
一
に
世
田
る
ご
い
ふ
こ

Z
は
設

h
で

は

あ

る

ま

• 一..，.‘・.'.".



は八
百 徳
正面川
石家
ごの三
稀所
せ領
らは
れ従
て来
ゐ 四
る 百
。幅

員壱
悪品
ttせ

~ら
一五れ
芝jE或
lこ 11

徳
川
家
輔
凶
由
商

事
国
博
元
中
年
k
m
v

同

十

己

h
q
匙
十
ヶ
年
平
均

天
明
六
午
年
よ
り

寛
政
七
卯
年
ま
て
十
ゲ
年
平
均

天
保
三
良
平
よ
り

同
十
二
丑
年
誼
十
ヶ
年
平
均

高
四
百
十
二
高
七
十
五
石
俄

高
間
百
三
卜
九
高
二
千
円
十
一
石
品
川

高
四
百
十
九
前
七
千
百
五
十
三
石
儲

ご
め
旬
、
世
に
徳
川
氏
領
国
八
百
高
石
の
説
は
家
臣
中

高
石
以
下
の
知
行
を
有
す
る
輩
其
抜
高
三
百
除
高
石
ゐ
'

h
、
右
内
四
阿
伶
宮
内
石
ご
ニ
め
三
百
余
世
間
石
ピ
を
合
算

す
れ
ば
七
百
余
高
石
£
な
h
、
入
百
山
両
石
り
瓶
稽
も
蓋

し
是
よ
ち
出
づ
る
も
の
で
め
る
ご

ιて
ゐ
る
。
之
己
異

っ
て
吉
田
博
士
は
幕
府
八
百
高
石
ご
い
ふ
は
幕
末
の
-
』

Z
で
あ
ウ
て
、
初
期
は
四
百
高
石
位
で
あ
ら
う
。
諸
大

名
の
地
を
制
h
、
叉
代
々
開
拓
の
結
川
市
四
百
高
石
の
も

の
が
入
宵
高
石
ピ
な
っ
た
も
の
で
、
表
高
は
同
情
高
石

で
内
高
は
入
百
高
石
で
ゐ
る
正
せ
ら
れ
て
居
る
。
何
れ

に
す
る
も
幕
府
入
百
高
石
古
い
ふ
ニ
Z
M
r

一
概
に
架
塞

録

大
名
曲
地
に
ワ
い
て

雑

の
天天文元麗百百也か

空保化肱長し雫
主 五元 年三 てな

年年年中年金し、

=ニー-ーー」
干干平手 λり t
五四五五百縄は
十 十 百 百 五 云 『 刊
有三ヒ九十:旦叩a
;~高十r-高両方通
八 五入 ーす し は で
千干高高千 占

九百 六六 回 削

百 七千 百十 品
卜十八七三 。
七 石" 宵十 石5、
石') 丸四

十石。〉
五
石7)

ご
め
る
か
ら
、
大
健
に
於
て
慶
長
岡
四
千
人
百
時
石
な
h

し
も
の
が
、
一
克
旅
頃
に
至
っ
て
二
千
六
円
高
石
己
な
h
、

天
保
の
頃
は
三
千
高
石
ご
見
る
こ
ご
が
出
来
品
。
'
三
千

高
石
に
針
す
る
幕
府

ω入
庁
高
石
は
企
図
四
分
の
一
以

上
の
質
カ
セ
有
す
る
も
の
ご
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

四

糟
じ
て
大
名
領
地
に
つ
い
て
見
る
に
、
貞
享
元
職

ω

頃
ρ
並
に
庭
肱
二
年
川
の
放
は
次
の
如
(
で
あ
る
。

-家
旦茜盟包般

元圭五 g タ五

究 員
時 事

~・・-^ーー-、
五五ト十鰍
高高高時
石石石石
rulrJ. r! 
下 仁 下上計

第
二
十
五
巻

官F
J、
観

t 

石

・

高

一
A
J山
一
ゴ
一
、
古
口
口

一
-1.
一
九
九
、
古
口
己

主、一一九
A
、
ロ
ロ
白

三
九
一
豆
、
ロ
ロ
口

すL

十座誹
照
民

事
告

H
P
，，、r人

E

j
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武

典
、
)

買
-H緋
文
句

J
F
伊
大
成
E

奥
田
脚

同
同
闘
中
六

8) 
9) 
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雑

鋒

大
名
制
地
に
つ
い
て

『
純
計
一
一
一
完
一
口
口
元
、
当
己
、
0
8
5
0

麗
臨
-
十
高
石
以
l

主
一
九
三
、
古
川
田
、
口
口
口
宅

ニ
エ
詰
間
一
一
望
ヲ
省
一
一
、
主
口
、
口
呂
一
五

戸
五
高
石
以
下
一
圭
一
両
日

Z
J
一
君
、
口
口
口
一
八

か
〈
の
刻
〈
五
高
石
以

F
の
小
大
名
が
英
敏
仁
於
て

甚
に
多

t
、
大
名
組
歌
山
六
割
を
占
め
し
こ
ぜ
は
、
幕

府
が
諸
侯
を
統
御
す
る
上
に
栂
め
て
便
で
あ
っ
柁

-
h
t

は
明
か
で
ゐ
る
。
然
し
石
高
心
上
か
ら
見
れ
ば
、
こ
札

ご
は
正
反
謝
に
、
十
高
石
以
上
の
大
名
が
縛
石
高
の
六

制
六
七
分
を
占
め
て
居
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
等
の

者
が
大
な
る
賞
カ
を
有
せ
し
こ

Z
を
認
め

F
る
を
得

向
。今

試
み
に
貞
享
一
克
械
の
頃
提
封
ば
一
十
高
石
以
上
の
も

の
を
懇
や
れ
ば
次
の
如
〈
で
あ
る
」

否

両

芳

溺

前
回
企
部
一
口
ニ
(
外
様
}
向
津
臨
見
島
台
一
「
外
様
)

伊

注

仙

益

空

一

(

外

様

)

徳

川

名

古

屋

内

一

徳

川

和

歌

山

霊

細

川

熊

本

音

(

外

政

)

黒
田
一
一
嗣
阿
吾
一
{
外
旅
)
漣
附
成
品
目
一
(
外
様
)

毛

剥

萩

美

(

外

様

)

肱

堂

体

言

(

外

様

)

鍋

島

佐

賀

昌

一

五

(

外

様

)

徳

川

府

中

量

徳

川

水

戸

三

井

世

彦

根

孟

池

田

鳥

取

吾

一

池

田

岡

山

Z

一
{
外
様
)

右
の
中
査
根
は
慶
肱
頃
仁
は
二
十
五
高
石
で
あ
hJ
、
貞

享
一
冗
臓
の
民
二
十
五
高
石
で
あ
っ
た
踊
井
(
家
門
)
が
麗

廊
に
は
三
十
一
一
高
石
ご
な
っ
て
ゐ
る
が
、
業
他
は
依
然

ご
L
て
三
十
宮
内
石
以
上
を
占
め
て
ゐ
た
か
ら
此
等
大
諸

侠
に
は
大
な
る
暴
動
な
か

h
L
も
の
で
あ
る
。
而
も
'
ぞ

の
多
く
が
閲
西
中
閥
西
国
方
面
に
居
'
p
、
殊
に
外
様
大

名
の
多
か
っ
た
'
』
正
は
注
意
す
ぺ
き
こ
Z
で
め
ら
う
。

然
し
仰
命
の
大
名
に
つ
い
て
見
れ
ば
石
高
最
も
多
言
加

賀
前
回
供
ご
艇
、
百
二
高
石
俄
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
幕

府
が
諸
侯
ご
隔
絶
せ
る
大
勢
カ
を
有
せ
し
こ
ど
は
明
か

で
あ
る
。

大
名
の
中
に
は
紀
伊
尾
張
水
戸
の
御
三
家
に
風
す
る

ゐ
h
、
鳥
取
繭
井
松
江
松
山
其
他

ω
御
家
門
ゐ

b
、
幕

府
恩
腐
の
医
た
る
譜
第
大
名

ω領
地
古
購
軍
碇
接
の
家

百
に
非
る
外
徒
大
名
の
領
地
ご
は
犬
牙
変
錯
し

τ存
在

し
て
居
花
。
今
、
明
治
二
年
の
諸
侯
一
衣

E

に
つ
い
て
比

等
の
数
を
計
算
す
る
に

家

政

石

高

-一一孟一品、一百一口、吾一-一

一
一
乱
均
一
、
九
耳
A

、nAA
九一一

一
口
一
司
口
室
、
国
一

-
一
七
二
一
A
J
A
R
A
-

一、E
一軍

第
二
十
五
巻

^ 

三
車
及
家
川

譜

第

外

様
純

計

第
六
扱

四
O 
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雪時毛筆
墨宍守均
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雲市
A 

里

前掲

前t品
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で
ゐ
っ
て
三
家
兵
家
門
の
領
地
は
割
合
に
大
で
ゐ
る

が
、
譜
代
大
名
は
外
脱
大
名
に
比
し
て
そ
の
領
地
は
少

〈
、
譜
代
に
三
家
々
門
を
合
す
る
も
、
そ
の
平
均
石
高

は
外
様
大
名
り
そ
れ
よ
h
h
洛
か
に
小
で
あ
る
。
且
蹴

Lτ
東
海
聞
東
訪
闘
は
殆
ん
H

己
譜
代
で
占
め

τ
居
る

が
、
奥
州
、
山
陽
、
九
州
諸
凶
に
は
外
線
が
甚
古
多
か

っ
た
こ
ど
も
注
意
を
要
す
る
o

然
し
ま
た
多
数
的
諮
第

大
名
が
各
地
に
配
批
さ
れ
て
ゐ
た
-
』
ピ
は
外
線
大
名
主

牽
制
す
る
に
相
賞
役
立
っ
た
こ
正
で
あ
ら
う
。

亙

之
を
要
す
る
に
徳
川
氏
が
莫
大
な
る
天
傾
を
有
せ
し

こ
E
は
時
間
伎
を
脱
す
る
に
十
分
で
ゐ
っ
た
が
、
そ
れ
に

加
へ

τ幕
府
の
初
世
英
明
な
る
路
軍
輩
出
し
て
、
内
に

於
て
は
参
馴
交
代
制
度
・
大
名
倒
地
の
配
置
・
婚
姻
政

策
‘
土
木
事
業
内
御
子
仰
等

ω
政
策
に
よ
っ

t
諸
侯
を

制
収
し
、
外
に
謝

Lτ
は
鎖
倒
的
政
策
に
よ
っ
て
、
外

部
よ

b
内
刺
戟
撹
乱
を
避
り
て
閥
内
の
卒
和
を
維
持
す

る
じ
努
め
た
-
』
正
は
・
夏
に
一
一
暦
徳
川
氏
の
出
情
勢
を
大

に
す
る
ご
共
に
、
諸
伎
を
し
て
盆
I
萎
縮
せ
し
め
し
所

以
で
あ
っ

τ、
こ
れ
平
が
て
中
央
集
概
的
封
建
制
度
の

騨

是正

掲
越
の
利
拍
牧
入

完
成
せ
ら
れ
、
徳
川
氏
三
百
年
の
太
一
中
を
現
出
し
た
所

以
で
ゐ
る
。
然
し
な
が
ら
仙
而
よ
ら
考
ふ
れ
ば
石
一
一
向
多

き
大
諸
侠
が
め
b
・
外
同
日
大
名
が
あ
っ
た
。
而
も
そ
れ

等
は
中
図
面
幽
方
而
に
重
き
を
な

L
て
底
力
、
西
市
方

而
は
全
〈
徳
川
務
府

ω鬼
円
で
あ
っ
た
。
例
首
都
運
動

ω

賀
行
が
-
」
の
カ
而
の
諸
侯
ピ
端
接
な
る
聞
係
を
帯
す
る

こ
ピ
は
常
然
で
あ
ら
う
。

)ie Steuereinnahmen jetzt und 

:ei~ lI ng 13・Oktober1927) 


